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はじめに

　アンドレ・ブルトン、マルセル・デュシャン、マックス・エルンスト、ホ
ルスト・アンテス。彼らはシュールレアリスト、キュビストなどとして ŘŖ
世紀ヨーロッパのアートシーンをにぎわせた名だたる芸術家として知られて
いる。ここに Ř名の日本人、洋画家の猪熊弦一郎と漫画家の水木しげるの名
を加えてみよう。彼らがアメリカ合衆国南西部のプエブロ諸民族が制作する
カチーナ人形の収集家だったという共通点は、一般にはあまり知られていな
い。
　カチーナ人形とは、プエブロ諸民族集団の信仰対象であるカチーナ
（Kachina）という超自然的存在を象った木彫人形のことをいう。すでにブ
ルトンは ŗşŘŖ年代後半にはカチーナ人形の収集をはじめ［水沢ȱ ŘŖŖŚǱȱ ŗř］、
アンテスは ŗşŜŗ年にパリのデュペリエ画廊にてコレクションの第 ŗ体目を
購入した［Antesȱ ŘŖŖŚǱȱ ś］。また、猪熊は ŗşśś年に、水木は ŗşşŘ年にそれ
ぞれ収集を開始している［丸亀市猪熊弦一郎現代美術館学芸員へのインタ
ビューȱ ŘŖŖśǲȱ水木ȱ ŗşşŞ］。彼らがカチーナ人形を購入した時代は ŗşŘŖ年代
から şŖ年代まで幅があるものの、それらはヨーロッパ諸国やアメリカ合衆
国の民族学博物館が収集・展示する民族誌的資料としての側面だけではな
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く、市場で売買される商品としての側面を有していたことは想像に難くな
い。
　カチーナ人形に特化せずとも、合衆国南西部先住民が制作した美術工芸品
が転売を意図した商品として流通してきた歴史は、すでに研究者によって指
摘されている［eǯgǯȱWadeȱŗşŞśǲȱDeitchȱŗşŞşǲȱMullinȱŘŖŖŗ］。民族芸術の商品
性およびその流通側面を学術的な研究対象とする場合、例えば歴史的変遷、
市場価値、消費動向、観光化との関連における素材や形態および社会的意味
の変化、制作者の生活様式、物流やそれに関わる人々のネットワーク、作り
手が有する多様な権利（知的財産権）というように、その基礎的・応用的研
究のすそ野は果てしなく広がっていく。
　むろんこれら全てを本稿に組み込むことは不可能であるため、ここでは
ŘŖŖŝ年 ŗŗ月に行った研究会の主題に則し、アメリカ先住民製の美術工芸品
に関する偽装品問題に焦点を絞ることにする。まず、ホピ（Hopi）とズニ
（Zuni）の美術工芸品販売に依拠する保留地内の経済状況を簡単にふれた後、
市場に流通する彼らのジュエリーの偽装品を例証する。さらに、米国現行法
下における偽装品販売の規制と、同問題への作家自身の認識や今後に向けた
対応について紹介することにする。
　なお、本稿で使用する偽装品という用語は、後述するトライバル様式とい
う民族集団に特徴的な作品の表現形態や、特定作家の意匠やサイン、作品に
使用する素材、制作年代などの情報を故意に騙る製品のことを指す。また、
本稿で扱う偽装対象の美術工芸品は、冒頭で挙げたカチーナ人形ではなく、
来日した講師の専門分野のジュエリーであることを予め断っておく。ŗ

ŗǯȱȱホピとズニの美術工芸品

　合衆国南西部に位置するアリゾナ州とニューメキシコ州は、カリフォルニ
ア州、オクラホマ州に続き全米で第 ř・第 Ś番目にアメリカ先住民人口が多
い州である［阿部ȱ ŘŖŖśǱȱ řŚ］。ホピとズニは合衆国政府によってそれぞれア
リゾナ州北東部とニューメキシコ州中西部に保留地をあてがわれており、Ř

彼らの多くは保留地内にて日々の生活を営んでいる。ホピとズニの両民族集
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団には、農耕を基盤とする伝統的な生業形態、母系原理に基づく親族組織、
そしてカチーナ信仰と各種の儀礼といった諸点から文化的な類似性が顕著
なものの、それぞれが合衆国政府から承認 řされている個別のトライブ（ア
メリカ先住民集団）である。ŘŖŖŖ年の国勢調査によると、人口はホピが約 ŗ
万 ŗŖŖŖ人、ズニが約 ŗ万 ŘŖŖŖ人であった。
　保留地の内外を問わず、今日の彼らの日常生活には現金が欠かせない。食
料や日用品の購入をはじめ、ガス・水道・電気の光熱費、自家用車や携帯電
話の維持費、子どもの養育費や各種儀礼時の贈答品の準備など、生活の様々
な場面において現金の支出が求められるためである。だが、保留地内居住者
が固定給を得られる就労機会は、トライバル政府関連機関に雇用される以外
にほとんど残されていない。トライバル政府とは保留地内での司法・立法・
行政を司る自治政府のことを指し、これら各機関の他に警察、消防、刑務、
医療、公教育機関などを管轄しており、それぞれに雇用機会を生み出して
いる。統計資料等は存在しないものの、こうした政府関連機関での被雇用者と、
個人企業主として日用品店やコンサルタント会社などを起業した極めて少数の
者を除くと、ホピとズニの成人男女の ŝ割以上は「失業状態」にあるという。Ś

彼らは日常生活に必須な現金収入を主に非登録自営業としての美術工芸品販
売に依拠している。
　ホピとズニが制作する美術工芸品には以下に挙げるようなものがある。ハ
コヤナギの根を彫り天然顔料やアクリル絵の具で着色したカチーナ人形、保
留地近郊で採取した粘土や釉薬を使用した土器や陶器の壺、草木染めした
ユッカの葉を編んだ籠細工、同じく草木染めした羊毛を編んだ織物やキルト
といったテキスタイル、色鉛筆やアクリル、水彩や油彩の絵の具を用いた平
面絵画やグラフィック、そして貴金属や稀少石を使用するジュエリーなどで
ある。作家はこれらの作品を、儀礼時や親族関係者の祝事などに贈答品・交
換財として用いるために制作する場合もある。だが大抵は、保留地内外のギャ
ラリー śへの卸売りや、全米各地で開催されるアートショーなどで消費者に
直接販売するための商品 Ŝとして制作している。
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Řǯȱȱ模倣されるホピとズニのジュエリー

（ŗ）ホピとズニのジュエリー
　ホピ、ズニ、サント・ドミンゴ（SantoȱDomingo）、ナヴァホ（Navajo）といっ
た合衆国南西部のアメリカ先住民が制作するジュエリーは、それぞれのトラ
イブに特徴的な制作技法と使用する素材や図案の組み合わせにより、トライ
ブ名が冠された「様式（style）」に分類されることが多い［伊藤ȱŘŖŖŝa］。ŝ

　「ズニ様式」は、細長い楕円形に成形したトルコ石や珊瑚を銀の台座上に
花が咲いたような形状に配置していくクラスターやニードルポイント、細か
く区画した銀の台座上に稀少石をはめ込むインレイがある。ジュエリー作家
は自宅の工房に研磨機を設置し、素材となる一つ一つの稀少石を丁寧に加工
し作品を完成させる。「ホピ様式」を構成する特徴的な制作技法はオーバー
レイである。Ř枚の銀板を用意し、その ŗ枚に図案を起こし、糸鋸で描写部
分を切り抜く。透かし状になった銀板をもう ŗ枚の銀板に重ね、Ř枚の銀板
を熱した銀

ぎんろう

鑞で溶接する。冷却後、凹面に鏨
たがね

や釘などで細かな線を刻み、そ
こに硫酸などの化学薬品を流して銀を硫化させ黒色化させる。最後に研磨機
で凸面の硫化部分を磨きあげる工程を経て白黒のコントラストが映える作品
が完成する［PhillipsȱŗşşşǲȱWrightȱŘŖŖř］。Ş

　ホピとズニが制作するジュエリーには、銀、金、トルコ石、珊瑚、ラピス
ラズリ、象牙といった様々な稀少石・稀少金属が素材として用いられる。作
家は、熊や太陽、トウモロコシといったクラン・シンボルや保留地近郊に生
息する動植物、カチーナなど「ホピらしさ」、「ズニらしさ」を表象する幾つ
かのモチーフを選び、それらを一つの物語を形成するように配置する。ş 一
般的に、完成した作品の裏面には刻印された制作者のサイン（ホールマーク、
hallmark）を確認することが出来る。ホールマークは鏨に似た金属製の棒の
先端に施されており、刻印部分の大きさは śmm四方程度である。ホールマー
クはこれまで研究者によって数冊のホールマーク・データベースがまとめら
れていて［WrightȱŘŖŖŖǲȱSchaafȱŘŖŖřǲȱWrightȱŘŖŖř］、職業的バイヤーや作家
の作風に疎い初心者の消費者にとって、制作者を確定するための有効な手段
となっている。
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（Ř）偽装事例
　作家が制作したジュエリーが売買される場には、保留地内外のギャラリー
の店頭やウェブサイト、米国内の先住民アートショー会場、インターネット・
オークション、そしてサザビーズやクリスティーズ等のオークション会場な
どがある。それらは合衆国外のバイヤーの仕入先ともなっており、様々な流
通経路を経るジュエリーは国際的に広範に転売されている。例えば日本は今
日ではホピ・ジュエリーの世界有数の消費国となっていて、販売店舗数の総
数は ŘŖŖŜ年現在で ŚŖŖ店を超える［伊藤ȱ ŘŖŖŜ］。制作者から直接作品を仕
入れない合衆国や日本の小売店舗の多くは、トライバル様式やホールマーク・
データベースから制作者の所属トライブを辿り、ホピ製、ズニ製といったよ
うにトライブ毎に商品を陳列する傾向がある。
　しかし、流通する「ホピ様式」や「ズニ様式」のジュエリーがすべからく
ホピ製・ズニ製であるとは限らない。また同様に、素材や制作年代といった
モノ自体の特性についても、事実とは異なる情報を付して提供する販売店舗
が少なからず存在するのだ。
　例えば、制作技法と特定作家作品の図案を模倣することで、故意に「ホピ製」
を騙る事例として図 ŗを挙げよう。図 ŗ（左）、（中）共に日本国内のインディ
アン美術工芸品専門店（A社、B社）
が「ホピ製」として販売していた商品
である。各商品の裏面には A社の商
標と（図 ŗ左下）、ホピの特定作家の
ホールマークに酷似したスタンプが刻
印されている（図 ŗ中下）。ŗŖ A社の
販売責任者は筆者に対し以下のような
説明を行った。「オーバーレイが特徴
的なホピのジュエリーは、全て手作業
で制作されるために仕入れコストが高
く、売価も高額になる。そのため初心
者の顧客がなかなか購入しない。自社
はメキシコ国内にキャスト（鋳物）製
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造する工場をもっているので、そこに図案を送り、後日完成した作品を日本
に逆輸入して販売している。自社では外見上オーバーレイ技法に似た作品で
あれば、『ホピ製』として安価な価格設定で販売している」。
　図 ŗ（中）は制作技法と図案に加え、裏面のホールマークの図案も剽窃さ
れた事例である。模倣の対象になっているホピ作家 A氏に図 ŗ（左）と（中）
の確認作業をしてもらったところ、「おそらく数年前に（保留地近郊の）ギャ
ラリーに卸した作品がコピーされたのだろう」との見解を述べ、図 ŗ（中）
を彼がデザインした図案が流用されたものであると断言した。その上で、
「ちょうどそれらの原作となったペンダントを今もっている。これは作家本
人が売るのだから真正な作品だ」といって図 ŗ（右）を見せてくれた。もち
ろんこの作品には彼が管理しているホールマークが刻印されており、それは
図 ŗ（中）に付されたマークにくらべ若干サイズが異なり、図柄も多少異なっ
ていた図 ŗ（右下）。
　次にズニのジュエリーの偽装事例を挙げてみよう。図ŘのŚ点は「ズニ様式」
の代表的な制作技法であるインレイとニードルポイントによるジュエリーで
ある。右 Ř点はズニの作家のホールマークが刻印された作品であり、筆者が
直接購入した。他方、左 Ř点は東南アジアのラオスの首都ヴィエンチャンに
ある銀製ジュエリー専門店で、「トルコ石付きのインディアン・ジュエリー、
ラオス製」として販売されていたものである。左 Ř点に使用されている素材
についての科学的成分解析は行っていないが、トルコ石などアメリカ先住民
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製ジュエリーの素材の偽装品事情に詳しいトニー・エリアッチョ・ジュニア
氏によると、東南アジア製の「インディアン・ジュエリー」に用いられるト
ルコ石は、そのほとんどがプラスチックの粉末を圧縮した工場製の非天然ト
ルコ石であるという（図 ř）。作品の制作技法ばかりか、使用する素材につ
いても偽装されている可能性が拭いきれない事例である。
　最後に紹介するのは、「フレッド・ハーベイ社様式」を模した商品である。
フレッド・ハーベイ社は、まだトライバル様式が今日のように細分化して
いなかった ŘŖ世紀初頭に、当時開通したサンタフェ鉄道の駅舎や駅舎に隣
接する同社が経営するホテルのロビーなどで、観光客を対象にアメリカ先住
民美術工芸品の販売促進をしたことで知られている［cfǯȱDeitchȱŗşŞşǱȱ ŘŘŜ］。
ŗşŚŖ年代までに制作されたジュエリーの制作技法に関しては、今日「ナヴァ
ホ様式」の範疇にあるスタンプワークが主に用いられていた。主たる素材は
銀より安価な銅が多く用いられていたものの、今日「フレッド・ハーベイ社
様式」のジュエリーはその歴史的価値のためコレクターの間で高い人気を博
しており、高価格で売買されている。図 Śは、在ニューメキシコ州ギャラッ
プの専門店が、インターネット・オークション・サイトに出品していたペ
ンダントである。これは土産物としてのレ
プリカではなく、ŘŖ世紀初頭に制作された
作品という商品説明がなされていた。だが、
実際にはニッケルに銅メッキを施した工場
製の量産品であった。
　これまで紹介してきた事例は今日の市場
で販売されている偽装品のごく一部である。
しかし、それらを通してトライバル様式が
ホピ製やズニ製の代名詞として語られてい
る点（図 ŗ左、図 Ř）、ホールマークが流用
されている点（図 ŗ中）、そして素材や時代
性の誤表記や偽装（の可能性　図 ř、図 Ś）
といった諸点から、作品の「真正性」が多
様に騙られていることが理解できよう。ŗŗ
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řǯȱȱ米国現行法下での規制

　これまで例証してきた偽装品は市場において規制も受けず、全くの野放
しの状態で販売されているのだろうか。いや、合衆国連邦政府および州政府
は様々な様相をみせるアメリカ先住民製の美術工芸品に関する偽装品につい
て、法整備という措置をもって対処している。
　周知のとおり、アメリカ合衆国は連邦と州との二重主権という構図である
ため、米国現行法制は効力が全州におよぶ連邦法と各州内に限定される州法
から成り立っている。ŗŘ 前節で例証したアメリカ先住民の美術工芸品の偽
装品に関する連邦法には「インディアン美術工芸法 ŗşşŖ（IndianȱArtsȱ andȱ
CraftsȱActȱofȱ ŗşşŖ、以下 IACAŗşşŖ）」がある。また、州法については ŗşşş
年現在で ŗŖ州（アラスカ州、アリゾナ州、カリフォルニア州、コロラド州、
ミネソタ州、モンタナ州、ネヴァダ州、ニューメキシコ州、オクラホマ州、
サウスダコタ州）がそれぞれ真

しんがん

贋判断基準を設けている州条例を施行してい
る［AbeitaȱŗşşşǱȱŗŗś］。
　以下では、IACAŗşşŖと、ホピ居留地および一部のズニ保留地を内包す
るアリゾナ州修正法（「現行アリゾナ州法（ArizonaȱRevisedȱStatutes）」）の
第 ŚŚ章「通商」条項内の「インディアン美術工芸品販売における不正行
為（FraudulentȱPracticesȱinȱtheȱSaleȱofȱIndianȱArtsȱandȱCraftsȱŚŚȬŗŘřŗ、以下
AZRSŚŚȬŗŘřŗ）」の条文に記されている諸規定から、アメリカ先住民の美術
工芸品に関する法的な真贋判断基準を紹介する。

（ŗ）IACAŗşşŖ
　インディアン美術工芸品の不実表示による販売を規制し、不実表示をした
販売者に対する厳罰を定めた IACAŗşşŖは、ŗşşŖ年にコロラド州下院議員
（当時）のベン・ナイトホース・キャンベル（BenȱNighthorseȱCampbell）ŗř

とアリゾナ州下院議員（当時）のジョン・キル（JonȱKyl）によって法案が
合衆国議会に提出された。同年の ŗŖ月 Řŝ日に下院および上院での可決を経
て、ŗŗ月 Řş日ジョージ・ブッシュによる大統領署名を受け連邦法として制
定した。そして同法は ŗşşŜ年 ŗŗ月 ŘŖ日をもって施行されている［Sheffieldȱ
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ŗşşŝǱȱŗŗ］。
　IACAŗşşŖは第 ŗ節の表題を含め全 ŝ節から成る。罰則規定を記した第
ř節は、「インディアン製品（Indianȱproduct）」もしくは合衆国内に居住
する特定の「インディアン（Indian）」、「インディアン・トライブ（Indianȱ
tribe）」、「インディアン美術工芸組織（Indianȱartsȱandȱcraftsȱorganization）」
の製品（productȱofȱ aȱparticularȱ Indianȱ tribeȱorȱ Indianȱartsȱ andȱcraftsȱ
organization）であるとの不実表示をともなって消費者に勧めることや販売
目的のために陳列することを故意に犯した場合、刑事罰が下される旨を明記
している。刑事罰は合衆国法典に則り、以下のように定められている。初犯
で個人であれば Řś万ドル以下の罰金か ś年以内の懲役、もしくはその両方、
複数人であれば ŗŖŖ万ドル以下の罰金。再犯の場合、個人であれば ŗŖŖ万ド
ル以下の罰金か ŗś年以内の懲役、もしくはその両方、複数人であれば śŖŖ
万ドル以下の罰金が科せられる（UǯSǯCǯŗŞȬŗŗśş）。また、民事訴訟手続きを
定めた第 ś節では、第 Ś節で挙げたインディアン美術工芸品の不実表示に関
して、「インディアン」個人、「インディアン・トライブ」および「インディ
アン美術工芸組織」は、被告人に対して販売の継続を行った日毎に ŗǰŖŖŖド
ル以上の損害賠償と訴訟費用さらに弁護士報酬を民事上の救済手段として請
求可能な旨を記している。
　ここで挙げた刑事罰の確定および民事訴訟手続きを起こすための根拠とな
る、「インディアン」、「インディアン・トライブ」、そして「インディアン美
術工芸組織」の定義をみてみよう。「インディアン」とは、「『インディアン・
トライブ』の成員であるあらゆる個人」を指す。ŗŚ そして「インディアン・
トライブ」とは、「あらゆるインディアン・トライブ、バンド（band）、ネーショ
ン（nation）、アラスカ・ネイティヴ・ヴィレッジ（AlaskaȱNativeȱvillage）、
またはインディアンであるという社会的身分のために合衆国による特別計
画と援助を受ける資格があると承認されたその他の組織化された集団（otherȱ
organizedȱgroup）もしくは共同体（community）」および、「州法または州
の委員会にインディアン・トライブとして正式に承認されているあらゆるイ
ンディアン集団（Indianȱgroup）、または州のトライブ承認により法的に権利
を付与された同様の組織」と定義されている。最後に、「インディアン美術
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工芸組織」は、今述べた「『インディアン・トライブ』の成員により構成さ
れている法的に設立されたあらゆる美術工芸販売組織」を指す。
　つまり、市場に流通している商品の中で、これら「インディアン」、「イン
ディアン・トライブ」そして「インディアン美術工芸組織」が制作・製造し
たもののみが法的に「真正性」を保証されたインディアン美術工芸品に該当
する。他方、「贋

がんさく

作（偽装品）」とは、この三者のいずれかが制作・製造した
ものであると故意に不実表示をして消費者に勧めた商品、販売目的で陳列し
た商品となる。

（Ř）AZRSŚŚȬŗŘřŗ
　ŗşŞş年 ř月 ŗ日に施行された AZRSŚŚȬŗŘřŗは、ŗřの用語の定義 ŗśに
はじまり、違法行為の規定（ŚŚȬŗŘřŗǯŖŗ）、インディアン美術工芸品の販売
上の注意事項（ŚŚȬŗŘřŗǯŖŘ）、訴訟手続（ŚŚȬŗŘřŗǯŖř）、州法務局長の権限
（ŚŚȬŗŘřŗǯŖŚ）、刑事罰上の分類（ŚŚȬŗŘřŗǯŖś）の Ŝ項目から成る。
　冒頭の諸用語の定義において、「真正なインディアン美術工芸品（Authenticȱ
IndianȱArtsȱ andȱCrafts）」は、「『インディアン』が『手作業で制作』したあ
らゆる製品であり、『強化トルコ石』と『薬品処理トルコ石』を例外とする
非天然素材を用いていないもの、機械製ではないもの」と規定されている。
　ここで挙がっている制作者（インディアン）、工程（手作業）、素材（トル
コ石）に関する定義は以下の通りである。まず、「インディアン（Indian）」
とは、「合衆国インディアン局（BureauȱofȱIndianȱAffairs：以下 BIAと略称）
の成員リストに記載されている者、ŗŜ およびその子孫、もしくは合衆国政府
によって承認されたトライブの成員名簿に記載されている者」のことを指す。
次に、「手作業で制作した」とは、「研磨・穴開け・裁縫といった制作工程に
おいて、道具や機材、備品を卓越した技術をもって使用すること」をいい、「機
械による打ち込み、型はめ、漂白あるいは織りによる大量生産」を意味する「機
械製（MadeȱbyȱMachine）」とは明確に区別されている。最後にトルコ石に
ついてであるが、「天然トルコ石（Naturalȱ turquoise）」は、「組成式上いか
なる混入物も含まず、化学的な変化を施されていないトルコ石」を意味する。
例外的に使用が許可される非天然の「強化トルコ石（Stabilizedȱ turquoise）」
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とは、「化学的に強度を増した『天然トルコ石』」を指し、「薬品処理トルコ
石（Treatedȱ turquoise）」とは、「『天然トルコ石』の色彩を変色させた」も
のである。
　上記した用件に合致しない「真正インディアン美術工芸品」を模した製
品は、「非真正なインディアン美術工芸品（NonȬauthenticȱ IndianȱArtsȱ andȱ
Crafts）」とされ、それらを故意に販売もしくは販売目的で展示することが
AZRSŚŚȬŗŘřŗのタイトルでもある「インディアン美術工芸品販売における
不正行為」となる。ŗŝ

Śǯȱȱ作家の認識と対応

　研究会会場にてアーヴィン・テイラー氏やマール・ナモキ氏が述べたよう
に、ホピとズニの作家の多くは、熟練を要する技術と手間をかけて一点一点
手作業で制作し、完成した作品を日々の生活の糧としている。様々なメディ
アを通して偽装品が市場に流入する事態を目の当たりにしてきた彼らは、消
費者の関心が安価な偽装品に移行し、それによって自分たち作家が得るべき
正当な対価が偽装品製造者や販売者に収奪されていると捉えている。しかも、
それら偽装品が売買されるのはアリゾナ州や他の州だけではなく国際的市場
であることを、自宅や保留地内のギャラリー、そして保留地外で開催される
アメリカ先住民アートショー会場などに訪れるバイヤーの多様な国籍を通し
て理解している。
　研究会に参加した Ś名の作家は、偽装品販売を規制する IACAŗşşŖおよ
び AZRSŚŚȬŗŘřŗなどの州の法整備について一定の評価を与えたものの、文
化的側面や市場の国際化といった現状を加味して現行法では充分な対策がな
されていない諸問題を言及した。この点について、法文内での真贋判断の条
件と基準を確認し検討していきたい。
　まず確認すべきことは、「販売もしくは販売のための展示」という条件が
付けられていることからも分かるように、アメリカ先住民美術工芸品の法的
真贋判断は商用の場面でのみ諮

はか

られることである。つまり、法文内で定義し
た「インディアン」に該当しない者が非商用に制作した個人作品はこれら法
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律の管理下にはない。また、「インディアン」に該当する者による模倣行為
については言明されておらず、個々の作品の審美的価値や民族集団が培って
きた技法、作品の形態に表れる様式、伝統性や歴史性も考慮されることはな
い。ŗŞ

　この様な条件に対して、ジェロ・ロマヴェンテマ氏は、「作品に描く意匠
の組み合わせは宗教的な意味を含有するため、部外者が『それらしいもの』
を用いても正しい意味は伝わらない。かといって正しい意味の詳細を部外
者に公表することはホピにとってはタブーとなる」と述べた。カチーナ儀礼
を司る宗教結社などの成員によって意味が管理され、儀礼を通してその意味
を学ぶホピにとって、部外者が商用か非商用かを問わず、特定の意匠を流用
したり、それらを独自に配置すること自体が危惧の対象となっているのであ
る。さらにこれをふまえてエリアッチョ氏は、従来カチーナ信仰を持たない
ナヴァホがカチーナ人形を商用に制作していることや、ワナビー（wannabe、
インディアンへのなりたがり屋）による文化の代弁行為を指して、「模倣行
為も偽装品販売もただちに止め、我々の文化に敬意を払って欲しい」という
言葉を投げかけた。こうした発言は、単に非「インディアン」による美術工
芸品の模倣行為や偽装品販売が「インディアン」個人や集団にとって経済的
被害をもたらすという枠組みだけに帰結するものではない。「インディアン」
間の模倣行為も含めて、自身の文化を他者が流用することを問題視すること
は、文化の所有をめぐる正統性の主張の問題 ŗşというより大きな枠組みの
中に位置づけることができるだろう［cfǯȱBrownȱŘŖŖř］。
　現行法に関するもう一つの問題は、市場の国際化と関係している。たとえ
偽装品の販売者に罰則が下されるとしても、それは条令を布いている各州内
もしくは連邦法の効力が及ぶ合衆国内のみに適応されるにすぎない。もちろ
ん、基本的に州法には州際的な権限はなく、連邦法は合衆国内で生じた問題
にのみ遡及される性質を持つために、法自体の不備とはいえない。しかし、
市場の現状を鑑みてみると、国際化の傾向は顕著になっており、また、偽装
品も数多く製造・販売されている。何らかの国際的な枠組みにおいて、アメ
リカ先住民製美術工芸品を制作しうる「インディアン」の規定を行わない限
り、図 ŗや図 Řで例証したような合衆国外での偽装品の製造と販売を制御す
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ることが出来ないのだ。ŘŖ

　こうした現状に対し、アメリカ先住民製美術工芸品の販売促進と偽装品
に対する消費者教育を主目的とする NGO（Councilȱ forȱ IndigenousȱArtsȱǭȱ
Culture）の代表者という立場から、エリアッチョ氏は一つの打開策を説いた。
それは、彼らが知り得ない合衆国外の市場についての専門的知識を有するエ
キスパートと連携を図りながら、作家自らが主体となって、各トライブが培っ
てきた美術工芸品制作の技法や作品の形態、歴史などを、その国の市場で売
買される偽装品と対比させながら消費者に直接紹介するフォーラムを実施す
る、という意見であった。研究会が行われた ŘŖŖŝ年 ŗŗ月 Ş日現在、日本を
はじめ、他のアジアやヨーロッパ諸国などにおいて、こうした生産者と消費
者をつなぐ国際的アリーナが創造されたことはなかった。将来的に国際法の
整備が行われなくとも、仮に作家主体の市場管理ともいうべき消費者教育や
ブランド経営にも通ずる実践的活動が現実化すれば、偽装品を市場から駆逐
することは不可能なまでも、その製造者や販売者を牽制し、同時に消費者に
対して真作の価値を謳う効果が期待できる。

おわりに

　合衆国内において、アメリカ先住民製美術工芸品の偽装品販売を規制す
る連邦法が制定されたのは ŗşşŖ年のことであった。それから約 ŘŖ年を経た
現在、未だに市場から偽装品は姿を消していない。それどころか市場の国際
化が進むことによって、偽装品の製造や販売は合衆国外でもみられるように
なってきている。グローバル化の加速とともに国や文化を越えたモノや情報
が行き交う事態は、美術工芸品制作で生計を立てている多くのアメリカ先住
民作家にとって悲劇の根源なのだろうか。必ずしもそうではない、というの
がその答えだろう。自身の知り得ない保留地から遠く離れた国の工房や工場
で自ら制作した作品が模倣される不運な作家がいる一方で、市場の拡大を受
けて販路を拡げた作家ももちろん存在するからだ。だが、偽装品の問題は単
に作家個人の経済的利益の増減に帰結するものではなく、作品制作に関わる
技法や使用する意匠と素材の組み合わせといった民族集団としての文化やそ
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の表現方法が他者に奪われることも含んでいる。作家が見せる偽装品問題へ
の反発は、文化を語る権利や文化を所有する権利を、それを騙る他者から奪
還する主張に他ならない。そうした主張を唱えるにあたって、合衆国内では
IACAŗşşŖという偽装品販売を規制する合衆国連邦法を、州条例が布かれて
いる州内ではそれを依拠するかもしれない。では合衆国外ではどうか。エリ
アッチョ氏は国外市場について、作家自身が主体となる消費者教育を含んだ
市場管理を提唱した。実際にそれが彼らの来日目的であったし、彼が発言を
行った研究会自体がその実践的活動の第一歩であった。この稀な経験を経た
彼らが、その後に行う解釈や、他の作家への周知、そして次なる行動の具体
的内容が大変興味深い。
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註

ŗǯȱカチーナ人形の偽装・模倣問題については Pearlstoneを参照［PearlstoneȱŘŖŖŗ］。

Řǯȱ保留地の面積はホピが約 ŘŚŝ万エーカー（岐阜県、もしくは埼玉県と群馬県の合計面積に相当）、
ズニが約 ŚśŖ万エーカー（四国 Ś県の面積に相当）。

řǯȱ ŘŖŖŞ年現在、約 śŖŖのアメリカ先住民集団が連邦政府による承認を受けている。承認とは、「当
該部族が合衆国政府と公式の関係（合衆国憲法の通商条項と条約条項に基づく関係）を有する政
治主体であることの認定」を意味する。同時に「被承認部族が自治権や連邦法にもとづくサーヴィ
スの受給資格を有すること、条約や行政命令、連邦法や裁判所判決で保証された諸権利が認めら
れる」ことを意味する［鵜月ȱŘŖŖŖǱȱŘŚř］。

Śǯȱ研究会での質疑に対するジェロ・ロマヴェンテマ氏とトニー・エリアッチョ・ジュニア氏の回
答による。彼らは失業状態という用語を、固定給が得られない状態にあることを示すために限定
的に使用していた。一般的な雇用保険等の条文にみられる「就職したいという積極的な気持ちが
あり、実際にいつでも就職できる健康上、環境上の能力があって、積極的に就職活動を行ってい
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るにもかかわらず、職に就くことができないでいる状態」とは異なることを注意されたい。

śǯȱ保留地内での経済活動の拠点となるのがギャラリーである。ホピ保留地については、ŘŖŖŞ年 ŗ
月現在で、ŗş軒のギャラリーが存在する。ギャラリーの仕入れ担当者は、作家の持参した作品の
完成度や品質、作家の知名度などを基準として買い取り価格を決める。作家が合意した場合、現
金や小切手で対価を支払う。ホピやズニの保留地内のギャラリーで売買されている美術工芸品の
小売価格の相場は、ジュエリーで数千円から数十万円、カチーナ人形や土器・陶器になると数万
円から数十万円に及ぶ。なお、ŗşşş年のホピ・アートの年間売上高は ŝǰŜřŗǰŜŜŝ米ドル（約 ş億
ŗśŞŖ万円）と見積もられていた［Rhodesȱŗşşş］。

Ŝǯȱここでいう商品とは、観光人類学でいうところの真正な伝統文化に対する、いわゆる観光用の
文化ショーやおみやげ工芸品という意味での「観光商品」を指しているわけではないことに注意
されたい［山下ȱŗşşş］。

ŝǯȱもちろん作家が必ずしも帰属する民族集団に典型的な様式に則ったジュエリーを制作するわけ
ではなく、各トライブ様式はあくまでも総称としての意味に留まる。

Şǯȱここで挙げた「ズニ様式」と「ホピ様式」以外にも、「ナヴァホ様式」と「サント・ドミンゴ様
式」が一般的に知られている。「ナヴァホ様式」の制作技法には、鏨で銀板の表面にデザイン・パ
ターンを打ち込むスタンプワーク、砂岩に溶解した銀を注入して型を取る鋳物、銀板の裏面を鏨
で打ち出すことで表面にデザイン・パターンを打ち出すラプーセ、銀板から花や葉を模した部位
を立体的に切り出して基盤となる銀板に銀鑞（銀製のはんだ）で溶接するアップリケなどがある。
「サント・ドミンゴ様式」は、トルコ石、珊瑚、貝殻を小さな円盤状に整え、それらに紐を通して
一連のネックレス状態にするヒーシが知られている［Phillipsȱŗşşş］。

şǯȱさらに近年では、イルカや鯨といった海洋生物や、象やパンダなどアメリカ大陸に生息してい
ない動物も図案として使用されることがある。このような図案の多様化は、作家個人の発想に起
因しているだけではなく、日本人をはじめとするバイヤーからのオーダーが影響している［伊藤ȱ
ŘŖŖŝb］。

ŗŖǯȱ本稿ではA社の匿名性を保つために図 ŗ（左下）に付されているA社の商標に加工を施している。

ŗŗǯȱ作品間に類似性がみられるのは、本文に挙げた諸事例だけに限定されない。例えばホピの場合、
原版を用いた図案の「複製」や、原版の血縁者への相続、さらには親族やクラン成員から構図や
図案を習得する場合もしばしばみられる［伊藤ȱ ŘŖŖŞ］。作品に用いられる図案やそれらの配置と
いった構図に表れる類似性は、同一民族集団内でも確認できる。

ŗŘǯȱなお、アメリカ先住民保留地内の司法制度については浅香を参照されたい［浅香ȱŗşşşǱȱŞŗȬŞś］。

ŗřǯȱキャンベルはジュエリー作家としての顔をもつ他、東京オリンピックに柔道の選手として来日
した経験も持つ［Violaȱŗşşř］。

ŗŚǯȱホピの場合、ホピ・トライバル政府が ŗşřŜ年に制定し翌年から法的効力を発揮している『ホ
ピ・トライバル憲法（CONSTITUTIONȱANDȱBYȬLAWSȱTHEȱHOPIȱTRIBEȱARIZONA）』の第 Ř
条「成員（Membership）」第 ŗ節と第 Ř節において「ホピ成員規定」を明記している［Universityȱ
ofȱOklahomaȱLawȱCenterȱandȱtheȱNationalȱIndianȱLawȱLibrary］。

ŗśǯȱŗřの用語とは、「真正なインディアン美術工芸品」、「付属品（Findings）」、「インディアン」、「イ
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ンディアンが手作業で制作した」、「機械製（MadeȱbyȱMachine）」、「天然トルコ石」、「非真正なイ
ンディアン美術工芸品（Nonauthenticȱ IndianȱArtsȱ andȱCrafts）」、「組成トルコ石（Reconstitutedȱ
turquoise）」、「強化トルコ石」、「合成トルコ石（Syntheticȱturquoise）」、「薬品処理トルコ石」、「ト
ルコ石（Turquoise）」、「非天然トルコ石（Unnaturalȱ turquoise）」である。本文中に記していない
各定義は以下のとおりである。「組成トルコ石」とは、粉末化したトルコ石とプラスチック樹脂を
混ぜ合わせたもので、天然トルコ石に擬する目的で固形状に凝縮した製品。「合成トルコ石」とは、
トルコ石に形状を近づける目的で処理、または製作された化合物および鉱物の全て。「非天然トル
コ石」とは、強化トルコ石、薬品処理トルコ石、組成トルコ石、および合成トルコ石を含む、天
然トルコ石ではない全ての物質を意味する。なお、トルコ石の組成式は、CuALŜǻPOǼŚŚǻOHǼŞ・
ŚHŘO（含水銅アルミニウムリン酸塩）。

ŗŜǯȱBIAの「インディアン」の定義は、「連邦に承認されたインディアンの部族、バンド、コミュニ
ティの構成員で、保留地ないしその近郊に居住し、ŗȦŚ以上インディアンの血を引く人物」とされ
ている［鵜月ȱŘŖŖŖǱȱŘŚř］。

ŗŝǯȱ以下 Ŝ点が「インディアン美術工芸品販売における不正行為」。①「真正なインディアン美術工
芸品」ではないのに、「真正なインディアン美術工芸品」として製品を販売または販売目的で展示
すること。②コイン・シルバー（銀貨を溶解したもの）またはスターリング・シルバー（現在の
国際基準であり、銀の含有率が şŘǯśƖ）を素材とせずに、銀製の「真正インディアン美術工芸品」
として販売または販売目的で展示すること。およびコイン・シルバーまたはスターリング・シルバー
を素材とせずに、銀製の「非真正インディアン美術工芸品」として販売または販売目的で展示す
ること。③非真正であるという表示をせずに、「非真正インディアン美術工芸品」を販売または販
売目的で展示すること。④「強化トルコ石」、「薬品処理トルコ石」、「組成トルコ石」、および「合
成トルコ石」との書面なしに、「非天然トルコ石」を販売または販売目的で展示すること。⑤「合
成トルコ石」であるという明確な表示をせずに、「組成トルコ石」および「合成トルコ石」を販売
または販売目的で展示すること。⑥インディアン美術工芸品に関する知識、選別能力・経験の欠
如のため購入金額と購入した商品との間に不均衡が生じることを知りつつ、販売または販売目的
の展示をすること。

ŗŞǯȱ確かに AZRSŚŚȬŗŘřŗでは、制作工程や主な素材であるトルコ石についてかなり細かく基準が設
けられている。その理由は、州内の ŘŘのトライブがそれぞれにトルコ石と歴史的に深い関係をも
ち［BennettȱŗşŜŜ］、今日でも作品の素材として多用している事実に加え、アリゾナ州内には全米で
Ř番目に多い Ŝ基のトルコ石鉱脈が存在するため、州の財源に貢献する地下資源産業を保護・育成
する目的を含んでいるためだろう。なお、合衆国南西部には řŚ基のトルコ石を産出する鉱脈が存
在する。トルコ石鉱脈の正確な位置は鉱脈の保有者が極秘にしているために曖昧であるが、その
内訳はネヴァダ州 Řŗ基、アリゾナ州 Ŝ基、ニューメキシコ州 Ś基、コロラド州 ř基である［Arrittȱ
ŗşşś］。

ŗşǯȱ法人類学者のシェフィールドが述べているように、合衆国にはインディアンを規定する唯一の
正当な基準は存在しない［SheffieldȱŗşşŝǱȱ ř］。例えば ŘŖŖŖ年に行われた合衆国国勢調査には所属
トライブの記載欄があるものの、誰でも自身の出自を「アメリカ・インディアン」として申告す
ることが可能である。IACAŗşşŖのように、合衆国政府や州政府に承認されたトライバル政府が
独自に定める成員規定に適合する者を指す項目が大概は含まれるが、「インディアン」の規定は行
政サービスの授受を決定する合衆国国内法が個々に定めているために、法的身分や文化的アイデ
ンティティの問題が相互に絡み合い、法廷を舞台に複雑な状況を呈している［cfǯȱSheffieldȱŗşşŝ］。
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ŘŖǯȱなお、アメリカ先住民製美術工芸品市場の国際化とは、商品が売買される場が合衆国外に拡がっ
ただけではなく、世界各地で製造された偽装品が合衆国内に流入するという双方向的な状況にあ
る。合衆国通産省は合衆国議会の要請を受けて、ŗşŞś年に「アメリカ先住民様式の輸入ジュエリー
に関する諸問題と救済方法」と題した報告書を提出している。それによると、年間売上高が Ś億
ドルとも Ş億ドル（約 śŖŖから ŗŖŖŖ億円）とも見積もられているこの産業において、その ŗ～ Ř
割が原産国表示のない出所の不確かなホピ、ズニ、ナヴァホ様式の商品だという［SheffieldȱŗşşŝǱȱ
Řŗ］。税関法（TariffȱActȱ ŗşřŖ）は、合衆国に輸入されるあらゆる商品に対して原産国表示を義務
づけている。しかし、エリアッチョ氏によると「輸入商品が合衆国内に入った途端に原産国表示
のタグは仲介業者によってジュエリー本体から不正に除去され、それらが真正なホピ製やズニ製
のジュエリーとして販売される事態は現在でもみられる」という。
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